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地域で活躍する学生たち
プロジェクト研究、自分たちで一から作るサークル、地域フォーラムへの参加、鳥取環境大学は
学生一人ひとりが主役になる大学です。
今回は、そんな地域で活躍する学生たちを紹介！  意外な（？）地域活動も行っています。

山本 哲也　環境デザイン学科 4 年 （写真右）３年間、 服屋でアルバイトをしていましたが、 服を売らされているという感覚が嫌になり、
卒業後 ・ 海外に行く予定にしていた西岡君を誘いました。 バイトで雇われていた時とは違
い責任が重い反面、 地域の商店街の方々やお客さんとの交流など、 楽しいことがたくさ
んあります。 仕事上のポリシーは、 「無理やり売らない ・ 友だちを多く作る ・ 常連さ
んを結びつける」 です。 将来的には、 店の大きさはこのままで、 西岡君が海外に住み
ながら仕入れるというようにしていきたいと考えています。 また半年に一度ぐらいイベ
ントをして、 地域のために若者を溢れさせ、 地元である鳥取駅前の商店街の活性化に一
役買えればと思っています。

西岡 哲人　環境政策学科 4 年 （写真左）古着が好きなのですが、 鳥取にはあまり古着屋がなく、 地元の大阪などで買っていました。
そんな頃、 山本君に 『古着屋をしてみないか』 と誘われて一緒にやってみることになり
ました。 もし、 誘われていなければ海外へ行っていたと思います。 仕事は学校との両立
など大変ですが、 充実しています。 商品の仕入れでは、 店が狭いので良い商品を選ぶの
に苦労します。 また、 顔を覚えるのが苦手なのでお客様一人ひとりの名前と顔を覚えるよ
う努力しています。 個人的な夢は、 海外に永住したいと思っており、 店としては、 店舗
数を増やして大きくして、 色々な方面にも進出したいと考えています。 大学では、 自由
な時間を使って、 色々な方向性を探っています。 商売は自分の仕事ぶりがダイレクトに返っ
てくるので、 緊張感をもってでき、 自分の成長につながっています。

TENGOKU 元々自転車部での知り合いだった 2 人が開業。 現在、 山本君 ・ 西岡君は共同で古着屋を
経営しているほか、 一軒家を借り、 共同生活中。 新品にはない味と質の良さを追求し、
大阪や遠くアメリカなどから一点物の服を直に仕入れています。 山本君が出資し、 内装
デザイン ・ 仕入れは自分の部屋を作る感覚でと西岡君が担当しています。
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■TENGOKU

砂川 るい子　環境政策学科 4 年（団体代表�）

指定管理者制度について知るきっかけは、 地方自治法の中に人

員 ・ 経費削減のためにそういった制度があると、 授業で学ん

だことです。 そこで、 インターネットで調べてみたところ、

鳥取市でも募集していたので、 早速応募してみました。 高砂

屋の開業当初は、 準備に追われ、 忙しくしていましたが、 順

調に軌道に乗り、 今は地域フォーラムを提供したり、 蕎麦を

提供したりできるようになりました。 残りの２年を使って、 もっ

と地元に愛される高砂屋にしたいと考えています。

鈴木 謙太郎　環境政策学科 4 年

友だちに勧誘され参加してみました。 しかし、 実際に参加し

てみると、 協力し運営していくこと、 お客様への対応など多

くの難しさに気付き、 その中で 『自分たちでやっているのだ』

という責任感が芽生え、 自分たちで０から出発したおもしろさ

を感じることができました。

井上 良子　環境政策学科 4 年

代表の砂川さんから誘われ、 おもしろそうだと感じ、 参加し

ました。 蕎麦を提供する前は一人で店番をしており、 お客様

TAKASAGOYA
高砂屋

「城下町とっとり交流館」 （愛称…高砂屋） は、 平成１８年より鳥取環境大学新都

市研究会が指定管理者 （代表　環境政策学科　砂川るい子さん） に選定されました。

スタッフは７名おり、 ローテーションで２名が常駐しています。 週末は家族連れや

観光客で賑わっています。 また旧居宅を利用した休憩室で蕎麦茶房の営業を始めこ
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■高砂屋
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吉永 昇平　環境政策学科卒業生 （写真左）

地元が熊本県水俣市だったので、 環境問題に興味があり鳥取環境大学へ進学しました。

そこで天職の農業と出会いました。 きっかけは大学２年の夏休みに１ヶ月北海道の農場へ

インターンシップに行った事。 現在は、 来年設立予定の 「農業ビジネススクール」 に

参加するまでの間、 国府町の農業法人に就職し、 農作機械 ・ 農地 ・ 体力など、 農業の

厳しさを感じています。 作物は水稲を中心に大根 ・ 白ネギ ・ 大豆 ・ 茄子 ・ 山芋等です。

いずれは農作物を作るだけではなく、 農業を通して子供達への環境教育や、 農業を含め

た食育やグリーンツーリズムもしたいと考えています。 夢は、 大学で知り合った同じ志

をもった人が、 今ベトナムでベトナム人への農業研修をしているので、 その研修生の引

受先としての会社を立ち上げたいと考えています。

アグリフロンティア
Agri Frontier

平成１９年度、 鳥取市は国府町農業公社を受け皿に 「農業ビジネススクール」 を計画し

ており、 ２年間で基本から販売までの農業経営を勉強し、 自活できる若者を育成してい

ます。 鳥取環境大学では３名の希望者があり、 ビジネススクール参加までの１年間、

鳥取市国府町と福井県若狭町の２箇所で研修を受けています。

※グリーンツーリズムとは…

「緑豊かな農山漁村地域において、 その自然 ・ 文化 ・ 人々への交流を楽しむ、 滞在型の

余暇生活」 「農山漁村で楽しむゆとりある休暇」 のことです。
鳥取市国府町

■アグリフロンティア

福原 昌也　大学院社会環境学領域 1 年起業のきっかけは、 篠原教授 （環境政策学科） から総合芸術文化祭のＨＰを作って欲しいという依頼を受け作りあげた自信と鈴木助教授 （環境政策学科） からの起業への勧めでした。 現在はホームページ作成 （企画 ・ 制作） だけでなく、 お客様とのお付き合いの中で、 パソコントラブルサポートなども行っています。 設立当初は、 仕事がないので積極的に懇親会などに参加して、 頂いた仕事も信頼を得るまでほとんど無償でやっていました。 やがて、 多くのお客様から信頼を得ることができ知名度がアップし、 徐々に大きな仕事を任されるようになってきました。 将来的には、 鳥取に永住し、 現在の仕事を大きくしていきたいと考えています。 現在は 『Re;TUES』 （鳥取環境大学同窓会）の情報発信用のサイト ・ データベースを作成中。 同窓生がいつでも大学に帰ってこられる場所を提供できればと考えています。

一円起業
Ichien Kigyou

大学３年次に東京で行われたビジネスプランコンテストに参加。 そこで 「起業」 に出会い、一念発起。 独学でＷＥＢ技術を学びました。 資本金 1 円でも会社設立を可能にした新会社法の 「最低資本金制度特例」 を利用し、 平成１７年１月２４日に起業。 現在はＷＥＢコンテンツの他、 ＷＥＢ技術を使ったデータベース管理等も手がけています。

鳥取市桂木824番地アイコンフォート106号TEL.（0857）53-6626　　URL  http://msy-website.jp

■（有）エム・エス・ワイ

加藤 雄介　環境政策学科 2 年 （写真中央）

学友会が行っていた 「市街地一斉清掃」 の行事を昨年から学愛が担当して、 年 2 回 （5

月と 11 月） に行っています。 今後は、 学愛企画の市街地清掃と鳥取市の全市一斉清掃

と時期が重なるため、 時期をずらす、 もしくは企画を持ち込むなどを考えています。 ま

た、 今年は日本たばこ産業株式会社 （JT） と 『拾えば街が好きになる』 という企画で、

地域の祭に参加し、 清掃作業を行いました。 JT の方と来年度も行おうと話しをしていま

す。 清掃中は地域の方とのふれあいがあり、 大変良い体験となりました。 個人的には企

業の鳥取県版環境管理システム （TEAS） の取得審査支援 ・ ISO 取得支援、 高校生 ・

中学生 ・ 小学生への ISO 教育もできればと考えています。

学生ISO委員会（学愛
）

Gakusei ISO Iinkai(Gakuai)

「学生 ISO 委員会」 は、 ISO14001 取得大学中でも珍しく学内 ISO の

一機関として参加する、 学生による委員会です。 学生が環境に配慮し

ながら、 気持ちよく学生生活ができるように、 日々様々な活動を行っ

ています。 その他、 地域の環境活動にも幅広く参加しています。  


